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1980年、7名の社員による創業

　よもや、栄えある第 311 回日本航空協会講演会
の壇上に自分が立つことなど考えたこともありま
せんでしたから、このうえない緊張感とともに内
幸町の駅を降りた 2025 年 11 月 28 日。早いもの
であの日から半年が過ぎ、さらに僭越なことに、

『航空と文化』への執筆機会まで頂戴することと

なりました＊。
　思えば今回このようなお話をいただいた大きな
きっかけが、小誌『エアライン』の創刊 45 周年、
それと同時にイカロス出版としても創業 45 周年
を迎えたことであったと承知しています。昨年の

イカロス出版と
航空雑誌の45年

山田 亮

＊  日本航空協会第 311回講演会 
「イカロス出版と航空雑誌の 45年」 

https://www.aero.or.jp/culture/lecture/14194/

イカロス出版株式会社
エアライン編集部長

月刊エアライン編集長

おかげさまで、45年間にわたりお届けしてきた『月刊エアライン』。
紙の雑誌のほか電子版、あるいはANAのeライブラリや、NTTドコモ 
のdマガジンにも配信しております。
画像左は 2026年4月号「さらに成熟の領域へ！ ANA 787フリート」、右は 2026年6月号「日本航空 この春、この夏、JALで飛ぼう」の表紙。



4　　　AIR FORUM「航空と文化」

講演会から 3 か月ほど遡る 2025 年 8 月には、夏
休みのお子さん向けに旅客機や空を支える仕事に
ついて親しみを持ってもらう趣旨で、日本航空協
会主催のイベント「夏休み小学生向け航空宇宙教
室」もお手伝いをさせていただき、そうしたこと
も、今回の光栄な機会をいただくご縁へとつな
がったと考えております。

　さて、私どもイカロス出版株式会社は、1980
年 7 月に東京・飯田橋（新宿区下宮比町）で創業
しました。もともと月刊『翼』という航空総合誌
の編集部に在籍していた 7 名の社員が飛び出し
て、旅客機あるいは航空会社に特化した雑誌を作
ろうということで設立したのが小社だったので
す。
　こうして、現代で言えばベンチャー企業といっ
た雰囲気の会社で、志を同じくする若き社員たち
が集って意気揚々、新しい月刊誌『エアライン』
を立ち上げたわけですが、『翼』の時代から培っ
てきた専門誌編集者としての業務に加えて、あら
たに会社経営の舵取りもすることになったわけで
すから、資金繰りなどの面も含めて、当初はさま
ざまな苦労があったことを、創業当時を知る大先
輩から聞いております。
　また、それまで創業メンバーたちが在籍してい
た『翼』のほか、『航空ファン』や『航空情報』
といった先行する航空雑誌が、どれも旅客機から
軍用機、さらには航空スポーツの領域まで全般的
に扱う“総合誌”のコンセプトを採用するなか、
我らが『エアライン』はその名の通り旅客機とエ
アライン分野（＋旅行業界）に特化する編集方針
を採りました。初代の『エアライン』編集長を務
めた伊地知 猛 氏の回想によると、それは限られ
た誌面スペースのなかで、取り扱う対象が広い総
合誌ゆえの“浅く広く”ならざるを得ない誌面構
成を嫌っての編集方針でしたが、一方で、読者層
が限定されることへの懸念も、当初は大きかった
とのことです。
　ただし、結果的にこの方針が功を奏したこと
で、ライバル誌との特性の違いが明確化できたほ
か、取材対象も絞られて“深く広く”見ていく誌
面構成が可能になりました。そのことが、新しい
読者を創出して支持を得ることにもつながったと

いう点は大きな成功体験として、その後のイカロ
ス出版の事業展開において意味を持つことになり
ます（詳しくは後述）。
　さて、創刊号である 1980 年 11 月号の誌面を見
ていくと、現在とは企画の性質がやや異なる点も
興味深いところです。媒体のサブタイトルは、「空
と旅のスペシャリスト・マガジン」。また特集タ
イトルは「職場としての日本航空大研究（就職
シーズン到来！！ 人気ナンバーワン）」、さらに
ページをめくっていくと「航空と旅行業界のリッ
チになるための就職情報」なるページまで。つま
り、後年の小誌にあるようなファンや航空利用者
に向けた誌面という要素は変わらず存在しつつ
も、就職情報の企画の側面が非常に強いという特
徴がありました。このことは、創刊メンバーたち
が新しい航空雑誌を立ち上げるにあたり、その企
画テーマをエアライン分野に絞った理由とも無関

ちなみにこの表紙は、イカロス出版の創業メンバーらがかつて所属
していた航空総合誌『翼』の 1973年4月号。懐かしい方もいらっ
しゃるのではないでしょうか ?
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記念すべき『月刊エアライン』創刊号となった 1980年1月号の表紙。
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係ではありません。つまり、購読と広告出稿の双
方において、そこに大きなビジネスチャンスを見
出していたのでしょう。
　巻末には「私の受験日記」という、航空業界の
さまざまな職業を目指す読者たちの手記も投稿形
式で掲載。当時の担当編集者が記したリード文に
は、「これは合格体験記ではありません。めでた
く合格するか、残念ながら落ちてしまうか分から
ない、期待と不安を胸にゴールに向かって走って
いる人たちの日記なのです」とあります。ある人
はパイロットに、ある人は（当時の呼称で言う）
スチュワーデスに、またある人は航空管制官にと
夢見る世界は十人十色ですが、SNS など個人の声
を吐露するツールのない時代、『エアライン』と
いう雑誌メディアに、同じ夢へと挑む人たちの心
の拠り所としての役割があったことが窺えます。
　一方、巻頭の取材レポートは日本発着国際線の
王道ともいえる JAL の成田＝ホノルル線密着で

すが、これも空の旅の擬似体験という要素だけで
はなく、晴れてJALのクルーとして就職が叶った
後の読者自身を投影するような、そんな性質を持
つ企画であったと言えます。ちなみに運航機材は
もちろんジャンボジェット、ボーイング 747–200

（JA8106）。ホノルル到着後には現地ステイ中の
クルーの皆さんの夕食シーンまで取材していて、
果たしてお邪魔ではなかっただろうかと心配にな
りますが、こうした誌面の随所に当時ならではの
大らかさも感じるところです。
　なお、このような搭乗取材レポートは現在の 

『エアライン』誌面でも「フライトレポート」の
呼び名で人気企画となっており、このホノルル線
の取材を皮切りに45 年間、世界各地のフライトに
同乗して、空の旅の魅力をお伝えしてきました。
ちなみに ANA におけるフライトレポートの初路
線は、当時の国内最長路線である仙台＝那覇線

「THE LONGEST NON–STOP FLIGHT（1981 年

創刊号 JAL特集の巻頭はクローズアップ・ドキュメント「日航ジャンボを飛ば
すのは、このスペシャリスト集団だ！！」。

本文で触れた「私の受験日記」。創刊号では航空管制
官志望の高梨さん、スチュワーデス志望の瀬谷さん、
航空大学校志望の大塚さんが投稿していますが、リー
ド文には「本名だとどうも書きにくいのではないかと
いうことで、仮名にしました。合格の暁には本名と写
真を公開するつもりです」とあります。
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1 月号）」で、運航機材はモヒカン塗装のボーイ
ング 737–200（JA8452）でした。
　もう一方の JAS、当時の TDA における初フラ
イトレポートはというと、なんと営業便ではなく、
ちょうど導入開始というタイミングにあったエア
バス A300B2 の同社向け 1 号機（JA8464）フェ
リーフライト「果てしない雲海を越えて 虹のエ
アバスは東へ（1981年2月号）」。フランス・トゥー
ルーズから羽田空港への空輸時に同乗が叶った、
貴重な密着ドキュメントだったのです。

私自身も『エアライン』をきっかけとして

　ここで少しだけ、私の個人的な思い出話へと脱
線するのですが、どうかお付き合いください。
　イカロス出版の創業、そして『エアライン』が
創刊した 1980 年というと、偶然ながら私自身が

こちらはANAのフライトレポートを初めて掲載した 1981年1月号「THE LONGEST NON-STOP FLIGHT」。小誌黎明期に
おける表紙写真の多くは機体そのものよりも、このようにクルーの方とともに撮影するケースが多かったようです。このあ
たりにも、職業的要素の強かった当時の誌面の性質が現れています。ぜひ「航空図書館」にてお手に取って、ご覧になって
みてください。
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生まれた年と重なります。幼少期から自動車
をはじめとする乗り物全般が好きであったこ
とから、飛行機に乗る機会があれば興味関心
は強かったものの、趣味として旅客機と接す
るきっかけは高校時代、1996 年に友人から
薦められて買うようになった、まさしく小誌

『エアライン』との出会いでした（そうした
親近感から、社会人になり編集者の道を目指
した 2004 年にも『エアライン』誌面にあっ
た求人募集を見て、ごく自然とイカロス出版
の門を叩いたのです）。
　私が『エアライン』を熱心に読み耽ってい
た 90 年代の後半というと、ボーイング 777
が今をときめく最新鋭機という時代で、グラ
スコクピット機の先進的なインターフェイス
を『エアライン』で目にして、憧れを募らせ
ていました。そのうち誌面で見ているだけで
は満足できなくなり、「ぜひ乗りたい」とい
うことでファミレスのアルバイト代を原資
に、前出の友人とともにスカイメイト運賃を
活用しながら乗りたい旅客機に乗る、という
ような趣味活動を楽しんでいました。
　その皮切りのフライトは ANA の 777 で羽
田から宮崎へ、次は JAL の 777 で鹿児島か
ら羽田へ（JAS のレインボーセブンには乗
り損ねたのですが……）。さらに国際線を中
心に活躍していた JAL の MD–11 には成田発
の福岡行きで、生まれて初めてのエアバス機
体験は ANA の A320 で開港間もない関西国
際空港から羽田へ……等々。当時はクルーの
方にお願いすると、もちろん時間が許せばで
はありますがコクピットの見学も受け入れて
くださっていた時代ですので、それぞれの機
種で憧れていたグラスコクピットの煌めきを
間近で見ることができ、とても感激したこと
を記憶しています。こうした新鋭機以外に
も、まだまだ元気に活躍していた国産旅客機
YS–11 には JAC の福岡＝鹿児島線で初搭乗
するなど、いま思い返してみても、ずいぶん
エンジョイしていたものです。
─ 閑話休題 ─

競合する“航空総合誌”とは異なる 
イカロス流の専門誌を

　こうして 1980 年に船出を果たしたイカロス出
版と、私たち月刊『エアライン』の歴史ですが、
前記した通り、従来の航空専門誌の定石であった

“総合誌”の作り方ではなくテーマ特化型の誌面
構成を採る編集方針は、さらなる業容の拡大へと
展開していく契機にもなりました。
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写真は1991年頃に作られたイカロス出版の案内パンフレット。この頃にはすでに、『エアライン』のほか『スチュワーデスマガ
ジン』『航空旅行ハンドブック』『エアパワー・グラフィックス』など航空関係の定期誌のほか、そこから派生した多くの別冊が
刊行されていました。
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　1985 年には「“空”をワークベースとする女性
専門誌」として『スチュワーデスマガジン』を創
刊。創業以来、『エアライン』のカバー範囲とし
ていた客室乗務員の就職要素を独立させる形で、
新しい月刊誌を立ち上げたのです。創刊時の
キャッチフレーズに「女性」と謳っているあたり
はいかにも当時らしい前時代的な感を覚えます
が、2000 年 1 月号からは『エアステージ』へと
媒体名を変え、そのテーマも「空の就職情報誌」
として性別を問わず、さらに客室乗務員だけでな
くグランドスタッフまでカバーする編集方針へと
移行して、現在までそのコンセプトを継承してい
ます。
　また、『エアライン』よりもさらに“空の旅”
の要素に特化した媒体として『航空旅行ハンド
ブック』を創刊します。1980 年代前半から国際
線版と国内線版を分けて、『エアライン』の別冊
という位置付けで発行を続けてきましたが、2012
年以降は『航空旅行』のブランドで、ラグジュア
リーな上級クラスのキャビンやサービス面の最新
トレンド、それらの体験レポートをより強化する
編集方針で媒体としての独立性を高め、現在は年
2 回のペースで刊行しています。

　さらに、航空機を愛好する読者の皆さまの趣向
としては、こうした民間航空の分野と双璧を成す
大きな存在として軍用機の分野があるわけです
が、これについてもイカロス出版では 1990 年代
の前半から『エアパワー・グラフィックス』とい
う別冊を定期的に刊行しながら、月刊誌としての
創刊機会を探っていきます。こうして 1998 年に
誕生したのが月刊誌『Jウイング』で、「ミリタ 
リー機ってカッコいい！」をテーマに、主には自
衛隊機を中心とした誌面構成で読者の皆さまの支
持をいただいてきました。
　ちなみに、私自身のイカロス出版入社後の配属
はこの『Jウイング』編集部で、ここで新人から

よくご質問を受けるのが、「イカロス出版という社名の由来」。
ギリシャ神話に登場する伝説上の人物の名から、空を飛ぶ夢の
追求と限りないチャレンジ精神への思いが込められています。

『スチュワーデスマガジン』から発展した『エアステージ（2026年7月号）』、同じく『航空
旅行ハンドブック』から発展した『航空旅行（2026 SPRING）』、『エアパワー・グラフィッ
クス』から発展した『Jウイング（2026年7月号）』。いずれの媒体も多くのお客さまにご愛
顧いただいています。
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5 年間の編集者経験を経たのち、2010 年 1 月号よ
り『エアライン』編集部へと異動した経緯があり
ました。
　このように、祖業である『エアライン』を皮切
りに多様な航空媒体を創刊しながら事業を拡大し
ていったイカロス出版ですが、このほかにも「航
空ビジネス・マンの情報源」を謳い『エアライン』
誕生の直後に創刊した業界誌『Aerospace Japan』、
航空スポーツの分野では『スカイスポーツ（1983
年創刊）』『パラグライダー・ワールド（1991 年創
刊 ※後に『パラワールド』へと改称）』など、惜
しくも休刊してしまった媒体まで含めると、非常
に多岐にわたる展開で、航空の世界を伝え、その
魅力を誌面のなかで活写してきたのがイカロス出
版 45 年間のあゆみでした。

Webへの挑戦と、 
このさきの月刊誌のあり方

　やがて出版領域も航空分野を飛び出し、出版社
としてさらなる事業拡大を図っていくなかで、
1990 年には神楽坂、2004 年には防衛省にほど近
い市谷本村町へと、同じ新宿区内で移転を重ねな
がら業務スペースを拡張。2021 年 7 月には（株）
インプレスホールディングスの完全子会社となっ
たことで、社屋も親会社と同じ千代田区神田神保
町へと移転し現在に至ります。
　ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、
インプレスホールディングスはIT（インプレス）、
音楽（リットーミュージック）、デザイン（エム
ディエヌコーポレーション）、山岳・自然（山と溪
谷社）など、さまざまな分野の企業で構成される

2024年2月よりスタートした新たな挑戦が『AIRLINE Web』。月刊誌の『エアライン』ではカバーできない速報性にも対応で
きる新たな情報発信手段を手にしたことで、月刊誌とWeb双方が補完し合うハイブリッドなメディアへと舵を切りました。
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メディア・グループで、イカロス出版は航空・旅
行・鉄道・ミリタリーといった、創業以来、培っ
てきた得意分野を活かしたコンテンツ事業を展開
する役割を担っています。
　このような会社運営面の変化は、従来からの各
媒体のあり方にも影響をもたらしました。小誌

『エアライン』で言えば、2024 年 2 月に立ち上げ
た Web 媒体『AIRLINE Web』の創刊が象徴的
な事例です＊。民間航空をテーマにした Web 媒
体としては、すでにいくつかの先行媒体がありま
したが、『エアライン』の誌面方針はそのままに、

“月刊”という刊行ペースにとらわれない、ある
いは紙媒体特有の誌面の制約にもとらわれないメ
ディアとして、月刊誌と Web 双方が補完し合う
ハイブリッドな両輪体制を構築したいという思い
が、創刊のきっかけでした。
　例えば、深堀りの特集や記録性の面では月刊誌
の『エアライン』で、速報性がモノを言うテーマ
は『AIRLINE Web』でという棲み分けが挙げら
れるでしょうか。月刊誌では誌面スペースの都合
で載せることができない、“だけど、読者の皆さ
んにどうしても伝えたい”という記事を Web の
コンテンツとしてカバーすることも、これにより
可能となったのです。その実現にあたっては、イ
ンプレスホールディングスの傘下に入ったこと
で、それまでのイカロス出版では持ち得なかった
グループ内の人的リソースやノウハウを活用でき
たことが、大きな原動力となったことは間違いあ
りません。
　そうした Web との併存時代において、月刊誌
としての『エアライン』はどうあるべきか。
　月に 1 回という刊行ペースから考えて、ニュー
ス性を切り口とするメディアとしては存在意義を
発揮することが難しい昨今。まず第一に取材誌
面、あるいは考察的な誌面を問わず、専門誌の編
集部ならではの切り口と、多彩なフォトグラ
ファーや執筆陣により、もっと奥深くまで読者の
皆さまの好奇心や探究心を刺激する“特集主義”

を強化していくこと。次に『エアライン』という
メディア自体が情報収集の手段を越えて、明確な

“エンターテインメント性”を持つこと。さらに
は、そのための“編集力”に日々磨きをかけてい
くこと。こうした、編集者としての研鑽と試行錯
誤を重ねながら、並行して、出版業界を取り巻く
環境や読者ニーズが変わりゆくなかで時代に応じ
た進化を遂げるための、さまざまな取り組みも行
なっています。
　2021 年 11 月号からは、従来の紙の雑誌に加え
て電子書籍としてもお求めいただけるよう、ペー
パーレス化のニーズに応えました。もちろん、印
刷のクオリティにおいてもこだわってきた『エア
ライン』ですので、“紙の雑誌で写真を楽しみた
い”というお声は依然として大変根強いものの、
書店の減少という社会的な時勢の影響もあり、電
子書籍でお求めいただくお客さまは確実に増えて
いる印象です。それと同時に、今まで『エアライ
ン』をお読みいただいていなかった潜在的なお客
さまにリーチする取り組みも行なっており、2022
年には ANA 搭乗者向けの eライブラリに、2024
年には NTT ドコモが運営する dマガジンでも配
信をスタートさせました。

創刊時の魂を忘れない 
若々しいメディアであり続けたい

　このような変化の時を生きる現在の私たちです
が、これにより『エアライン』というメディア自
体の本質までもが変化しているかというと、決し
てそうではありません。前記した取り組みは、よ
り魅力的な誌面づくりに励み、同時に読者の皆さ
まにお届けする手段を多様化しただけであって、
編集部員それぞれが持つ旅客機への愛情や空の旅
への憧憬、日々の運航を安全・確実に支えるプロ
フェッショナルな仕事へのリスペクトの気持ち
は、1980 年に創刊したあの当時と、ただひとつ
も変わることはないのです。
　現在、『エアライン』の編集部は私を含めて計
5 名で日々の取材や編集業務を行なっており、う
ち 2 名は 30 歳前後の若く、そして誌面づくりへ
の意欲あふれる編集者です（もちろん、私たち中
年編集者も負けてはいられません）。“編集長”と

＊  『AIRLINE Web』   https://airline.ikaros.jp/
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いう立場から言えば、専門誌編集者としての部員
5 名それぞれの目線を通じて、読者の皆さまに
とって価値ある誌面をお届けすることはもちろ
ん、『エアライン』創刊当初のような、作り手の
情熱と興奮、旅客機とそこで活躍する人たちへの
憧れがほとばしるメディアでありたい。さらに
は、編集者としてのハートにチャレンジの灯を絶
やすことのない、良い意味での“未完成さ”（＝の
びしろ）を残した若々しいメディアであり続けた
い。創刊メンバーたちが、希望に満ちた思いとと
もに作った『エアライン』黎明期の誌面を見返す
たびに、そんな思いがいたします。
　皆さまご承知の通り、出版業界の全体的な趨勢
としては若年層の活字離れ、雑誌離れが顕著であ
ろう現代において、小誌『エアライン』はベテラ
ン読者の皆さまとともに多くの若い皆さまにもお
読みいただいていることは、大変恵まれたことだ
と思っております。この読者層の広さはすなわ
ち、誌面コンテンツの多様性にも直結します。か
つての自分自身のように、これからも若い方々が
航空の世界に憧れを抱き、さらには将来その最前

線で活躍したいと思えるきっかけとなれたら、作
り手として、これほど嬉しいことはありません。
　これに関連して、『エアライン』をいつも応援
してくださっている読者の皆さまとのコミュニ
ケーションの機会も積極的に設けるべく、近年さ
まざまな取り組みを行なってきました。
　2018 年 12 月には成田空港に隣接する旅客機撮
影の名所・さくらの山にある「フライトショップ・
チャーリイズ」にて、2023 年 9 月には羽田空港
第 1 ターミナル 5 階にあるフライトシミュレー
ター・ショップ「LUXURY FLIGHT」にて読者
参加型の企画を行ない、多くの皆さまにお越しい
ただきました。
　また 2024 年からは、毎年 2～3 月にパシフィ
コ横浜で開催される世界最大級のカメラ・写真映
像のワールドプレミアショーである「CP＋」にメ
ディアパートナーとして参加し、会場に『エアラ
イン』のブースを設けているほか、人気のフォト
グラファーを招いたトークイベントなどを開催す
ることで、読者の皆さまとの貴重な交流の場と
なっています。

普段の仕事のなかでは、編集部と読者の皆さまが直接お会いできる機会は多くありません。だからこそ、リア
ルなイベントを通じての交流機会を大切にしています。写真は 2026年2月28日、パシフィコ横浜で開催した
「CP＋2026 航空写真家トークイベント」でのひとコマ。
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　こうした首都圏での取り組みに限らず、関西圏
でも小誌を販売してくださる書店さまにご協力を
いただき、2024 年 10 月には「関空 30 周年特集 
記念トークショー（旭屋書店なんば CITY 店）」 
を、2025 年 10 月には「伊丹空港特集 記念トーク
ショー（HMV & BOOKS SPOT 伊丹空港）」を開
催し、やはり多くの皆さまとお会いすることがで
きました。SNS 全盛の時代ではありますが、リ
アルな空間で読み手と送り手の距離感を縮めて関
係性を深めていくことで、『エアライン』のファ
ンを増やす取り組みを強化しています。

御礼：原稿の終わりに

　日頃から取材活動を行なう中で実感しているこ
とですが、小誌の取材誌面では旅客機の運航にお
けるかなり深いところまで、おそらく他のメディ
アであれば求めないであろうシーンにも踏み込み
ながら、撮影やインタビューを希望することが
多々あります。

　最上級の安全管理が不可欠な運航の現場、さら
には分刻みの定時性も追求する最前線にありなが
ら、そうしたワガママな取材のリクエストに対し
ても、航空会社やハンドリングを担う各社の皆さ
ま、あるいは空港の運用を支える現場の皆さまが
真摯にご対応くださることで、毎号多くの取材誌
面を読者の皆さまにお届けすることができており
ます。時には編集部の取材イメージを上回る「こ
んな取材もどうでしょう ?」とか、「ココをこう
すると、もっといいシーンが撮れるかもしれませ
ん」といった、現場目線ならではの、心強いご提
案をいただくことも少なくありません。こうした
一つひとつの取材機会に、この場をお借りして心
より御礼を申し上げます。
　このさきも、広く航空業界の皆さまにご協力い
ただく機会があろうかと思います。『エアライン』

『AIRLINE Web』ともに、一生懸命、誌面づく
りに邁進いたしますので、ご愛顧のほど何卒よろ
しくお願いいたします。

『エアライン』2023年11月号の特集企画「羽田空港で読者の皆さんに訊いた アナタの飛行機趣味を教えてください！」より。




